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自己紹介

ビズアイユ こと おーがみ。

自称、さすらいのデータアーキテクト。

結構レアなDB2エキスパート資格持ち。
（↑でも、業務では全然触ってない…）

残りの情報は二次会でどぞ。



2/46 ぺーじ

モデリングとは？

対象を構造化し、関連を作図すること。

モデルにより、業務や処理を俯瞰できる。

モデルは、概念/論理/物理の粒度を持つ。

モデリングには様々な図法がある。
（↑ERD、ORD、THD、UML、DFD…）
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開発におけるモデルの必要性

システムの全体像が見えるようになる。

詳細な部分も明確になる。

ユーザーとの合意形成に利用し易い。

生産性が向上する機能を利用できる。

コードやDDLを自動生成する。

既存プログラムやDBをリバースする。

モデルの修正を全体に波及させる。
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代表的なモデリング図法

Data Flow Diagram 
データの
発生・吸収

処理

データ
ストア

データ
フロー
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代表的なモデリング図法

Entity
Relationship
Diagram

（IDEF1X形式）

エンティティ

識別子

属性

リレーションシップ
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代表的なモデリング図法

Robustness Diagram
（ロバストネス分析＋UMLのクラス図）

バウンダリ
クラス

ｺﾝﾄﾛｰﾙ
ｸﾗｽ

エンティティ
クラス

システムと外界との
インターフェース

システムで記録する情報と
その振る舞い

ﾊﾞｳﾝﾀﾞﾘと
ｴﾝﾃｨﾃｨの
仲介役
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図法の違い＝考え方の違い

Process Oriented Approach

業務に着目して設計を行う考え方

Data Oriented Approach

データ構造に着目して設計を行う考え方

Object Oriented Approach

データとその挙動を一つのオブジェクトと
見なすことで設計を行う考え方

DFD

ERD

UML
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POAの弱点

業務に着目して設計を行うと…

データの重複や不整合が起こり易い。

業務が変化すると、プログラムと
データの両方が修正対象になる。

システムが縦割りになり易い。

この反省としてDOAが提唱された。

Dead On Arrival?
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DOAの良いところ

整理されたデータモデルを作成できる。

変化を受け入れられる構造が望ましい。

データモデル上のシステムであれば…

テータの重複や不整合を防げる（正規化）。

業務の変化からデータ構造が守られる。

コードのI/O化により保守が容易になる。

横断的にデータを分析し易くなる。

データこそ最大の情報資源！
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DOAの弱点

データ構造に着目して設計を行うと…

データ構造を変化させた際に影響を受ける
プログラムを特定するのが非常に難しい。

OOAが普及する理由の一つとなった。

とはいえ、変化に脆弱なデータ構造に
プログラムを紐付けてしまうと、
プログラムも脆弱になってしまう。
つまり、DOAが機能してOOAも機能する！
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ERDでデータモデリング

何故ERDでデータモデリングなのか？

表記法が分かり易い。

データ構造の表現力に富む。

関係データベースとの親和性が高い。

多くの人が利用している。

書籍やWebに教材がたくさんある。
（↑玉石混交な点は要注意。）

階層、ﾈｯﾄﾜｰｸ、関係、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ、多次元、XML等の
データベースモデルとデータモデルは別物です！
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ERDを書くためのポイント

1. エンティティ（テーブル）を洗い出す。

イベントとリソースの違いに注意すべし！

2. 属性（列）を埋めていく。

主キーには代理キーを使おう！

3. 重複を排除するために正規化する。

一つの場所に一つの事実…事実とは何か？
（One fact in One Place）

ざっくりとした
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エレキなERDを書いてみる

A5:SQLというツールが
作図に超便利でした！
（IE形式）
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1. イベントを見出す

帳票の目的を表現する「～する」が
イベントのエンティティとなる。

「契約した内容」と、
「検診した結果」と、
「請求する金額」の
お知らせでしたね。
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2. リソースを抜き出す

イベントに紐付く「誰が/何を/どこに」
がリソースのエンティティとなる。

いくつかの細かいリソースに
ついては割愛しましたよー。

契約主体 契約内容

請求内容
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3. 属性を埋めていく

お客さま番号をそのまま主キーにすると、
コード体系が変わったときに大変です。
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4. 正規化する

属性を確認し、重複が起こる部分は
別のエンティティに切り出す。

同じ契約アンペアでも、
契約種別ごとに基本料金が違います。
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なぜ正規化を行うのか？

構文論的(Syntactic)な視点：
素直な関係演算を可能にするため。
（↑NULLを取り除くことも含む。）

Not NF

5NF

500円以上の商品が
購入された取引明細を
求めるSQLを考えると…
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なぜ正規化を行うのか？

意味論的(Semantic)な視点：
一つの関係に対応するエンティティを
一つに限定し、更新時異状を防ぐため。

1NF

5NF 5NF

従業員エンティティと
役職エンティティが
関係内に混在したのが

更新時異状の原因
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第一正規形のおさらい

定義：関係Ｒの全ての属性が
スカラ値（単一）であり、
繰り返し項目を持たない。

Date氏的には
これも非正規形

Not NF

Not NF

1NF
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第二正規形のおさらい

定義：第一正規形の条件を満たし、
全ての非キー属性が候補キーに
部分関数従属していない。

候補キーが複数の属性で
構成される場合のみ
部分関数従属が起こる

1NF

2NF
5NF
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第三正規形のおさらい

定義：第二正規形の条件を満たし、
全ての非キー属性が候補キーに
推移的関数従属していない。

2NF

3NF

Ｘ→Ｙ→ＺでもＹ→Ｘなら
推移的関数従属にならない
＝代理キーは使ってもＯＫ

5NF 非キー属性間に関数従属
＝推移的関数従属アリ
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Boyce-Codd正規形のおさらい

定義：第三正規形の条件を満たし、
非キー属性から候補キーの
一部分に対する関数従属がない。

3NF

{講座､学生}→講師
講師→講座

結合従属性を維持して
正規化を行うには

関係を三つに分ける

元の関係にあった
関数従属性

(ビジネスルール)
は失われるBCNF(5NF)
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属性の従属性のおさらい

関数従属性：
属性Xの値が決まると
属性Yの値も一意に定まる性質。

多値従属性：
属性Xの値が決まると
属性Yの値も複数に定まる性質。

結合従属性：
属性Xによる結合を行っても
属性Yの情報量が増加しない性質。
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第四正規形のおさらい

定義：BCNFの条件を満たし、
対象性のある（複数の）
多値従属性を含まない。

BCNF

4NF

ﾚｽﾄﾗﾝ によって
配達できる地域が

複数に定まる

ﾚｽﾄﾗﾝ によって
作るピザの種類が

複数に定まる
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第五正規形のおさらい

定義：BCNFの条件を満たし、
自明でない結合従属性を含まない。

BCNF

5NF
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数学的な正規化のまとめ

候補キーを単一の属性で構成すると、
関係をシンプルに正規化できる。

候補キーが単一の属性の場合、
Not NFか２NFか５NFにしかならない。

エンティティの連関を一つの関係に
複数盛り込むと、話が厄介になる。

二つの属性で構成された候補キーが
組（行）である関係は必ず５NFとなる。
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5. 関連を設定する
ﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟ

親子関係（1:n）に気を付けて、
外部キーを追加します。
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ビジネスルールの取り扱い

リレーションシップの表記によって
様々なビジネスルールを表現できる。

社員は一つの部署に所属する。
部署には所属する社員が必ずいる。

社員は一つの部署に所属する。
所属する社員がいない部署もある。

社員は一つ以上の部署に所属する。
所属する社員がいない部署もある。



30/46 ぺーじ

連関エンティティを意識する

多対多の関連をそのまま関係モデルで
表すと、非正規形になってしまう。

これを防ぐため、連関エンティティを作る。

リソースとリソースが関連する場合、
たとえ１対多でも連関エンティティが
必要な場合が多いので注意すべし！

「所属する」という業務の明確な姿を表している。
（所属の履歴も追跡し易くなっている。）

イベント リソース

リソース

リソース

リソース



31/46 ぺーじ

5. 関連を設定する（修正版）

ﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟ

オプショナリティ（○）を
考慮した、完成品です。
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中華なERDを書いてみよう

クーポン券で商品の値引がある。
深夜だと料金の加算がある。
…という設定で考えてください。
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このページに作図してね
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僕の書いたERDはこれだ
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クーポン券による値引に対応するため、
注文明細にも単価を持たせた。

深夜料金の加算に対応するため、
注文金額は導出項目にしなかった。

消費税率が変わっても、その時点での
税込金額は変化しないようにした。
（↑税込金額を属性として持たせた。）

前ページERDの特徴
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業務的な正規化の考え

同じ名前の属性でも、意味に違いが
あるなら一つにまとめてはいけない。

排除しても良い導出項目は、
逆導出が可能なものだけである。

逆導出が可能な導出項目は、
論理モデルでビューに盛り込む。

複雑な業務を持つ場合、
データモデルも複雑なのです。
諦めてその通りに作図しましょう。
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僕の修正したERDはこれだ

同音異義語（ホモニム）と
異音同義語（シノニム）は
使わないようにすべし！
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まとめ

データモデルで、データの構造だけ
ではなく業務の姿まで表現できる。
（↑特にT字形ER手法で顕著。）

エンティティと属性を洗い出せれば、
技法に従って良質なERDを作れる。

ビジネスルールを確認できるスキルが、
モデルの精度を決めるカギとなる。
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でも、まだ終われない

DAの仕事は果てしなく続く…

CRUD（Create,Read,Update,Delete）分析

トランザクションの正規化

DLC（Data Life Cycle）分析

論理データモデルの作成
リレーショナルモデル

OLAPモデル

BIGDATAモデル

物理設計、運用設計、パフォチュー

今までのERモデルは
概念データモデル。
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リレーショナルモデル
関係データベースへの実装を前提とし、
ERモデルに編集を加えたもの。
（↑非正規化※やビューの追加。）

OLAPモデル
多次元分析の実施を前提として作られた、
スタースキーマなどの分析用モデル。

BIGDATAモデル
クラウド環境で前提となるデータモデル。

論理データモデル色々

※非推奨
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OLAPモデルのスキーマ例

スタースキーマ 大福帳スキーマ
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ちゃぶ台を返してみる

今までの説明にはデタラメも…

エンティティとテーブルを混同させている。
（↑ERモデルとRelationalモデルは別物。）

代理キーの利用は実装上の話である。
（↑実はモデリングとは関係ない。）

エンティティのサブセットに触れていない。
（例：従業員のパートと正社員の区分）

「ざっくり」を卒業して、
「しっかり」考えなくちゃ！
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参考文献

入門者向け

プロとしてのデータモデリング入門
長所：ざっくりデータモデリングを抑えられる。

短所：用語や方法論に不正確な部分がある。

情報処理教科書：DBスペシャリスト
長所：一通りRDB周りの理論を抑えられる。

短所：問題を解かないと説明が頭に入らない。
（説明が簡潔にまとめられ過ぎ。）
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参考文献

初心者向け

楽々ERDレッスン
長所：現場レベルのデータモデリングが分かる。

短所：実践第一なので、正確な理論は後回し。

ビジネス環境の変化に強いDB設計
長所：最上流から物理設計まで連続した方法論。

短所：T字形ER手法についての言及が無い。
（正規化簡便法の元ネタなのは明確。）
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参考文献

中級者向け

UMLによる一気通貫DBシステム設計
長所：OOAでのデータモデリングが分かる。

短所：一つ一つのトピックが若干消化不良。

データベース設計論・T字形ER
長所：厳密な概念データモデルを実現できる。

短所：内容が難解。部分的適用では火傷する。

T字形ER手法については、
今後掘り下げてみる予定です。
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クレームはこちら

ブログ:
流離ヒ見聞録

mixiとgreeとtwitter:
全部 ビズアイユ で検索

接近戦:

結構な割合で ClubDB2 にいる


